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標形状に近づけられるような操作へ修正するものである．そして，シミュレーション，実機の両

環境にて，形状予測，操作修正の処理が動作することを確認した．実験結果を経て，実環境で実

際に運用していくには，各機能をさらに密に連携させる必要があることを述べた． 

最後に，本研究の今後の発展として，「衣服などの変形が複雑な対象への適用」，「動的な変形も

考慮した操作の実現」，「把持以外の接触状態を利用した操作への適用」の 3 点をあげ，それぞれ

のテーマで考えるべき問題についてまとめた． 


